
1 

 
 
 
 
 

 

 

令和３年４月２８日 

四国電力株式会社 

２０２０年度 連結決算の概要 

１．経 営 成 績 

（１）電 力 販 売 

小売販売電力量は、新型コロナウイルス感染症によるマイナス影響などから、前年度に比べ  
１.８％減の２１９億８６百万kWh となりました。 
また、卸販売電力量は、伊方発電所３号機の停止により火力の供給余力が大幅に減少したこと

から、前年度に比べ２１.６％減の５８億４８百万kWh となりました。 

この結果、総販売電力量は、前年度に比べ６.８％減の２７８億３４百万kWh となりました。 
(単位：百万kWh、％) 

 ２０１９年度 

（Ａ） 

２０２０年度 

（Ｂ） 

比   較 

前年差（Ｂ－Ａ） 伸び率 

小
売
販
売 

電  灯 ８,１６９  ８,２１０  ４１    ０.５  

電  力 １４,２２６  １３,７７７   △  ４４９   △  ３.２  

計 ２２,３９６  ２１,９８６   △  ４１０   △  １.８  

卸  販  売 ７,４６０  ５,８４８    △１,６１２   △ ２１.６  

総販売電力量 ２９,８５５  ２７,８３４   △２,０２１   △  ６.８  

 (注) 決算日において未確定であるインバランス電力量等は含めていない。 

 

（２）電 力 供 給 

原子力発電電力量は、伊方発電所３号機が運転停止中のため、ゼロとなりました。 
一方、自社水力発電電力量は、前年度に比べ２.８％増の２４億４百万kWh となり、他社か 

らの受電電力量は、１７.４％増の１５５億９１百万kWh となりました。 
この結果、自社火力発電電力量は、前年度に比べ１５.４％増の１２４億５７百万kWhとなり

ました。 

 (単位：百万kWh、％) 

 ２０１９年度 

（Ａ） 

２０２０年度 

（Ｂ） 

比   較 

前年差（Ｂ－Ａ） 伸び率 

自

社 

出水率  105.1%  98.9%  △6.2%   

水   力 ２,３３８   ２,４０４   ６６  ２.８   

利用率  75.4%  －  △75.4%   

原 子 力 ５,８９４   －   △５,８９４  －   

新 エ ネ ６  ７      １  ８.４  

火   力 １０,７９９  １２,４５７    １,６５８      １５.４  

他社受電 

(水力・新エネ再掲) 

１３,２８３  

（ ５,０３５） 

１５,５９１ 

（ ５,８９３） 

２,３０８  

（   ８５８） 

１７.４   

（  １７.０） 

(注) 決算日において未確定であるインバランス電力量等は含めていない。 
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（３）収   支 

売上高は、１月の市場価格高騰による卸販売収入の増加や、再エネ交付金などの増加があったも
のの、燃料費調整額の減等により小売販売収入が減少したことから、前年度に比べ１３９億円  

（△1.9％）減収の７,１９２億円となりました。 
営業費用は、伊方発電所３号機の停止や、１月の市場価格高騰影響等により需給関連費が増加し

たため、経営全般にわたる費用削減に努めたものの、前年度に比べ１０９億円（1.5％）増加の   
７,１２７億円となりました。 
この結果、営業利益は、２４８億円減益の６４億円、経常利益は、２２８億円減益の５１億円、

また、親会社株主に帰属する当期純利益は、１５１億円減益の２９億円となりました。 
 

 (単位：億円、％) 

 ２０１９年度 
（Ａ） 

２０２０年度 
（Ｂ） 

比   較 

前年差(Ｂ－Ａ） 伸び率 

営 

業 

収 

益 

電
気
事
業 

小 売 販 売 収 入 4,470 4,128 △342 △ 7.6 

卸 販 売 収 入 606 679 73 12.0 

再エネ交付金ほか 1,237 1,354 117 9.5 

小  計 6,314 6,163 △151 △ 2.4 

そ の 他 事 業 1,017 1,028 11 1.1 

合   計 7,331 7,192 △139 △ 1.9 

営 
 

業 
 

費 
 

用 

電 

気 

事 

業 

人 件 費 502 527 25 5.0 

需
給
関
連
費 

燃 料 費 674 558 △116 △17.2 

購 入 電 力 料 1,985 2,389 404 20.3 

小  計 2,660 2,947 287 10.8 

減 価 償 却 費 495 493 △  2 △ 0.4 

修 繕 費 624 581 △ 43 △ 6.8 

原子力バックエンド費用 157 37 △120  △76.1 

そ の 他 費 用 1,672 1,622 △ 50 △ 3.0 

小  計 6,113 6,211 98 1.6 

そ の 他 事 業 905 916 11 1.1 

合   計   7,018   7,127 109 1.5 

営 業 利 益     312    64  △248 △79.4 

 支 払 利 息 ほ か 33 12 △ 21  △62.0 

経 常 利 益    279    51   △228 △81.4 

 
特 別 損 失 17 ― △ 17 ― 

法 人 税 ほ か  80 21 △ 59 △72.9 

親会社株主に帰属する当期純利益     180    29 △151 △83.4 

(注)連結決算の対象会社 

・連結子会社（１２社）：四国電力送配電、ＳＴＮｅｔ、ケーブルメディア四国、ケーブルテレビ徳島、四電エンジニアリング、 
四電技術コンサルタント、四電エナジーサービス、坂出ＬＮＧ、SEP International Netherlands B.V.、 
四国計測工業、四電ビジネス、四国総合研究所 

・持分法適用会社（７社）：四電工ほか６社 
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２．利 益 配 分 

（１）基 本 方 針 
安定的な配当の実施を株主還元の基本とし、業績水準や財務状況、中長期的な事業環境など

を総合的に勘案して判断してまいります。 

 

（２）配    当 
２０２０年度の中間配当は、１株当たり１５円としました。 
期末配当についても、１株当たり１５円を予定しています。 
 

 
３．次期の見通し 
（１）電 力 販 売 

小売販売電力量は、契約電力の減少などから、前年度に比べ０.５％減の２１８.７億kWhと想定し
ています。 
また、 卸販売電力量は、伊方発電所３号機の運転再開などにより、前年度に比べ２８.５％増の

７５.１億kWhと想定しています。 
この結果、総販売電力量は、前年度に比べ５.６％増の２９３.８億kWhと想定しています。 

 (単位：億kWh、％) 

 ２０２０年度実績 

（Ａ） 

２０２１年度予想 

（Ｂ） 

比  較 

差引(Ｂ－Ａ) 伸び率 

小 売 販 売 ２１９.９  ２１８.７ △ １.２ △ ０.５ 

卸 販 売 ５８.５  ７５.１ １６.６ ２８.５ 

総  販  売  電  力  量 ２７８.３  ２９３.８ １５.５  ５.６ 

 
（２）連 結 業 績 

売上高は、２０２１年度より収益認識に関する会計基準が適用されるため、再エネ固定価格買取

制度に係る賦課金は売上計上せず、交付金は購入電力料から控除することなどから、前年度に比べ、

１,６９２億円減収の５,５００億円と想定しています。 

利益については、伊方発電所３号機の運転再開などから、前年度に比べ、営業利益は１２１億円

増益の１８５億円、経常利益は１２９億円増益の１８０億円、親会社株主に帰属する当期純利益は

１０１億円増益の１３０億円と想定しています。 

                                                                    (単位：億円、％)  

 ２０２０年度実績 

（Ａ） 

２０２１年度予想 

（Ｂ） 

比  較  

差引(Ｂ－Ａ) 伸び率 

売  上  高 ７,１９２  ５,５００ △１,６９２  △ ２３.５  

営 業 利 益 ６４  １８５    １２１  １８６.６  

経 常 利 益 ５１  １８０  １２９    ２４７.０  

親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 
２９  １３０  １０１  ３３３.５ 

１株当たり当期純利益 １５円 ６３円 ４８円 －  

[前提諸元] 

伊方3号設備利用率(％) － ４２     ４２ 
    

石炭ＣＩＦ(＄/ｔ)  ７９  ９５   １６ 

原油ＣＩＦ(＄/ｂ) ４３  ６５   ２２ 

為替レート(円/＄) １０６  １１０      ４ 
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（３）配   当 
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１株当たり配当金（予想） 

中間配当 期末配当 合 計 

２０２１年度     １５円  １５円  ３０円  

    
(参考)２０２０年度実績  １５円  １５円  ３０円  
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（参考１） 

 
 

（参考２） 

 


